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非常用ディーゼル発電機燃料弁冷却水系統管理の高度化 

に関する研究 

 
 
目  的 

ディーゼル発電機は、一般的に燃料系統、潤滑油系統、冷却水系統等から構成

され、冷却水系統に用いられる系統水には、不純物等による腐食を防止するため、

純水処理の他、金属材料の種類や温度等の環境条件に応じて、溶存酸素の除去や

腐食抑制剤が適用されている。 

今回、検討の対象とした伊方発電所非常用ディーゼル発電機の燃料弁冷却水

系統には純水処理が採用され、これまで腐食に起因するトラブル等は発生して

いないものの、一部の機器では部分的な腐食により定期的な部品取替が必要と

なっていたことから、腐食抑制方法の検討が望まれていた。 

本研究では、ディーゼル発電機燃料弁冷却水系統の腐食抑制・防止について水

質管理の面から検討し、設備の信頼性確保および点検頻度や部品取替のさらな

る合理化を目的とした。 

 
主な成果 

1. 腐食原因の推定 

燃料弁冷却水系統における燃料噴射弁のノズル弁座（低合金鋼）にて、ジャ 

ケットノズル（ステンレス鋼）との接触面で発生する腐食痕により部品取替とな

るケースが多かった。腐食原因を冷却水の水質分析等により検討した結果、微小

なすきま部で生じる異種金属接触腐食やすきま腐食等の可能性が示唆された。 

 
2. 腐食抑制方法に関する検討 

腐食原因から有効と推察された種々の腐食抑制方法について、燃料噴射弁を

はじめとする材料を対象に、試験片を用いたラボ試験を実施した結果、NO2塩系

不働態被膜型インヒビターを用いた方法（NO2処理）が有効であることが確認さ

れた。また、NO2塩系不働態被膜型インヒビターを対象として、銘柄の異なる薬

剤および NO2濃度について腐食量の比較試験を実施した結果、当該系統に適した

腐食抑制剤および NO2濃度を確認した。 
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図２ 推定された燃料噴射弁の腐食原因の概要 
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図１ 燃料噴射弁の腐食状況 

図３ 腐食試験後のテストピース外観（一例） 

弁本体(弁座側) ノズル弁座 

(噴射口側) 

ノズル弁座(弁本体側) 2.5mm 

3mm 

(赤両矢印：1mm 以下で交換) 


